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公的医療機関等 2025プラン（2024年度版） 

 

〇基本情報 

・医療機関名：防衛医科大学校病院 

 

・開設主体：防衛省 

 

・所在地：埼玉県所沢市並木３丁目２番地 

 

・許可病床数：800床 

 （病床種別）：一般病床 754床 

        精神病床   36床 

        感染病床  10床 

 （病床機能別）：高度急性期 15床、急性期 785床 

 

・稼働病床数：604床 

 （病床種別）：一般病床 558床 

精神病床   36床 

               感染病床  10床 

 （病床機能別）：高度急性期 15床、急性期 589床 

 

・診療科目：内科、精神科、小児科、外科、脳神経外科、整形外科、皮膚科、泌尿器科、 

眼科、耳鼻咽喉科、産科婦人科、放射線科、麻酔科、形成外科、 

歯科口腔外科、病理診断科（16診療科） 

 

・職員数：1,198名（令和 6年 6月 1日現在） 

 （医師）    503名（研修医、非常勤含む） 

 （看護職員）  503名（非常勤含む） 

 （専門職）   105名（非常勤含む） 

 （事務職員）   87名（非常勤含む） 
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１．現状と課題 

①当該病院（自施設）の現状 

 ・地域内での役割・機能 

  救急救命センターを含む高度急性期、急性期病院として、周辺医療機関とよく連携 

して、地域医療の中核を担っている。 

   第三次救急医療機関 

   特定機能病院 

   災害拠点病院 

   埼玉ＤＭＡＴ指定病院 

   がん診療指定病院 

   第１種感染症指定病院 

 

②当該病院（自施設）の課題 

 ・国直轄の病院であり、総定員法の制約から、定員合理化が求められる一方、新規 

増員は重点政策に限られ慢性的な人員不足である。 

 特に行政職の人員不足は深刻であり、人事管理、予算要求、調達、病院運営等あ 

らゆる分野で支障が生じている。 

・教育や診療のニーズを満たすには医師、看護師、技師は大幅な人員確保が必要で

あるがほぼ横ばいであり、他大学との格差が拡大している。 

 ・会計制度の制約により、診療収入は国庫に入金され、病院の自立的運営が困難で 

ある。また、予算要求から契約まで時間を要することから、機動性のある病院運営 

ができない。 

・病院の中央診療施設の老朽化・陳腐化が著しく、医療安全上の懸念や医療の複雑 

化・高度化への対応が困難である。 

 

 

 

２．医療機能ごとの病床数 

時点 病床数 

医療機能別 区分別 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 休床 一般 療養 

2024年 

7月 1日

時点 

604 15 589    604  

2025年 

7月 1日

時点 

604 15 589    604  

※令和５年度病床機能報告の数値を入力 
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３．今後の方針 

①地域医療構想を踏まえた当該病院（自施設）の地域において今後担うべき機能・役割 

・特定機能病院として引き続き高度急性期及び急性期医療を担い、地域医療の中核病院

としての役割を果たす。 

 

②①を踏まえた今後の方針 

 （病床機能や診療科の見直し、他病院との連携の方針、その他見直しの予定等） 

・外傷を中心とした救命救急医療の拡充を計画 

・がん診療連携拠点病院の指定取得 

 

③その他の数値目標について 

 ・①②に関連する当該病院（自施設）で設定している数値目標を記載 

・病床稼働率：80％ 

・紹介率：下限値 50％ 

・逆紹介率：下限値 30％ 

・平均在院日数：11日以下 

 

 

４．新興感染症への取組 

第１種感染症指定医療機関として、新興感染症発生時に行政と協力しながら、積極的に

患者を受け入れ、第一線で対応する。そのために、関係職員に対して定期的な対応訓練

を実施し、対処能力の構築・維持に努めている。 

 

 

 

５．その他 

自由記載 

 

 

 

 


